
1年目の取り組み

NIE 実 践 宰艮告

文化女子大学附属長野高等学校 青山 明雄

【設定目標】

1.教科 (地歴 ･公民)に対する興味 ･関心を持たせる｡

2.社会的問題 ･時事問題に対して興味 ･関心を持たせる｡

3.新聞 (活字)に対する興味 ･関心を持たせる｡

4.作文指導 ･小論文指導へのきっかけとする｡

5.幅広く､多面的な見方のできる思考力を養う｡

6.これからの21世紀を生きるために必要な洞察力を養う｡

【実施計画概要】

1.内容

各社の新聞記事 (地歴 ･公民分野)を閲覧し､その一つについてテーマを設け

て調べ､レポートで報告する (スポーツ･芸能 ･娯楽などは除く).

2.時事問題テーマ例

分野 具 体 例 分野 具 体 例

政治 都知事選 経済 釆年度予算

国会の代表質問 不況

憲法調査会 企業倒産

核疑惑問題 所沢のほうれん草

社会 オウム関連 国際 クリントン大統慣

死刑制度 クルド族

サマータイム導入 ユーロ

学校週五日制 コソボ問題と空爆

インフルエンザの涜行 北朝鮮問題

介護保険制度 オリンピック不正疑惑

3.レポートの内容

(1) なぜこのテ-マを取り上げたのか 《設定理由》.

(2) どんなことがわかったか 《事実関係》0

(3) 調べてみて感じたこと､考えたこと 《感想 ･考察》0

(4) 今後の自分の生活にどう生かすか 《活用策》0
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【テーマ分類】

脳死 .臓器移植 63名

環境問題 (ダイオキシン.ごみ処理) 28名

介護 .福祉 .障害者問題 27名

教育問題 (いじめ .学級崩壊 .高校中退) 20名

ユーゴ問題 (NATO空爆) 16名

不況 (リス トラ .就職難) 14名

若者群像 8名

国家 (日の丸 .君が代問題) 5名

その他にインフルエンザ､地域振興券､サマータイム､

毒物混入､学校給食などがテーマとして扱われた｡

【成果】

1.授業への導入のきっかけとなった｡

2.ホームルーム活動において話題が提供できるようになった｡

3.時事問題分野において話題が豊富になったり､質問を受ける機会が増えた｡

4.新聞に目を通すようになった｡

【課題と問題点】

1.新聞購読に対する長期的展望と地歴公民科教材への利用の仕方

2.時事問題 ･社会問題の導入にはスムーズに入りやすいが､歴史や地理に対す

る導入が断片的になりやすい｡

3.ホームルームにおける活用を担任との協力体制の基に進めていく必要性があ

る｡

4.小論文指導へつなげる指導をどうするのか (国語科との関連)0

5.2年目への継続指導をどうするのか｡

6.進度との関連をどこで､どう調整するのか｡

7.洞察力を高めるために多面的な事象を発展的に捉える必要がある｡
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(1)ダイオキシン (時事問題)

①新聞に掲載 されている週刊誌 の広告で印象づ ける｡

②話題 になっているダイオキ シン報道の記事 を見せる｡

③ ダイオキシン汚染 とはどのよ うな ものなのか浸画､資料 を使用 し解か りやす く説RJ

さらに近年話題 になった諌早湾の干拓事業､ 日本海のタンカー重油流出事故 も合せ

広 く環境問題 としてとらえ､考えさせる｡

④環境問題 はどのような出席形式になるのか予想閉居 をやって もらう｡

⑤ ダイオキシンに関する自分の考え､意見､感想を書いて もらう｡

⑥ ダイオキ シン報道問題がその後 どうなったのか② の記事の 2日後 の記事 をみせ る｡

⑦最後 に新開の読者の投稿欄 に掲載 されていた､ダイオキシン報道問題 を皮肉った文

を見せ､文章表現の面白さに気づかせる｡

C2)脳死移植 (時事問題)

① 初の実施がなされた脳死移植 の記事 を見せる｡

② 具体的に理解 させるため脳死者か らの多臓器摘出のイメージ.脳死移植が行なわれ

医療施設､肝臓 ･心臓移植手術 の図､脳死臓器移植の流れ等新聞のイラス トを利用

③脳死 とはどのような状態なのか図で理解 させる｡

④臓器提供意思表示カー ドを印刷 し記入方法を説明｡ (実物のカー ドも生徒 に見せ る

⑤次 に脳死 は人の死なのか､YESの人､NOの人それぞれの考えを貴料で理解 し､

分 はどち らか､あえて選び､その考え､意見 を書 いてもらう｡

⑥朝 日新聞の天声人静を使用 し要点､要旨､自分の考えを書 いて もらいまとめ とす る

(3)社会 中学入試問題

◎中学入試の次の 日に新聞に載った問題 を生徒 にや らせ､基礎知識が どの くらいある

か 自分 自身の力を理解 させる｡

紬東京蔀知事選 (授業)

◎民主政治 と国民の間接民主制の所で利用｡似顔絵が載った新聞記事 を使用 し､各席

者の考えを理解 し､選挙 とは決 して難 しいものではないこと､政治的無関心で はね

政治に興味を持ち､積棲的に政治に参加することの大切 さを理解 させる｡

※感想､反省

◎ダイオキ シン問題では汚染の閉居なのか報道 (マスコミ)の同座なのか視点がずれ

しまった.脳死の間厚はリアルなイラス トを使用 したせいか典味深 く見ていた｡

教師主導で実践 してみた｡今後は生徒 にもっと調べさせ生徒主導のNIEにしたい
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予 想 問 題
__上山 __ _

圧】 次の文十を筑んであとの問いt=¥えなさい｡

1956年の蛙済白fに rいまや峨後ではか ､Jと雷かtLたように.この年はEl事の

金持蔓延墨か誠にの,た年でしたが.奇妙,L風土稀が^るとい仙 ていた盈坦
L'4JLLI

旦杢塑火淳では.有tA水筆卓事の患者第 1号がAつかった牛でもあり*す.その後
ILL-▲●

③同じ症状の患部土析渦状でもみつかり.エ切の養液に含*九るノチルホ最が原田

とわかりました.そして患者側が全社と①自治体とBTとを辞え.処 が行われ*

した.この載靴 は 抑 こわたって行bれ 1996年に締りれ f:か.gL地でI噸 壬

生旦重さh･す菅しんでいる人い ､*す.1997年にはホAで汚iAされた区tに浸りめ

ぐらされていI=JRがとりはらわれて.自由に漁兼ができるようになりました.公書

は私たちの優J*モtJしぼむだけでなくq運 壌哩 をもともなっています.私たちに

閉場の深剥きを教えています.

閉 1 下嬢蔀①について,姪済成長をZIペるものさしとして,現在はそのGZ内で1

年間に新たに生産されたものやサービスモ金相で表わしていま千.これを何と

よんでいますか.次の7-工から1つ遭び,妃号で答えなきい. ( )

T GDP(皿内接生産) イ ILO (国際労恥撫粥)

ウ rMF(6)陳通常基金) エ GNP(国民稔生産)

問 2 下線部くさQ)公管網を何といいよ十か.漢字3事で雷さなさい.( )

問3 下線部③の公書柄を何といいますか.漢字S字で雷きなさい.

( )

阿4 下繊細④について.書告が自治件や国である裁判を特に何と上びますか.吹

のT-エから1つ遺び.妃号で答えなさい｡ ( )

7' 刑事裁判 イ 民事裁判 り 奄文事事裁判 上 行政裁判

何5 下線部⑤について.この2つをふくtI裁判は四大公害病JL判と呼ばれます.

では他の2つの公書薪とは何ですか｡それぞれ7字で雷さなさい｡

( ) ( )

間6 下線部⑥について, この上うな6)民の亀舵の遠島や謝 こ最もPI銘の掛 ､省

庁を次のT-エから1つitぴ,妃号で答えf-･きい｡ ( )

T 大蔵省 イ 年生省 り 沖縄叩発斤 工 人事院

エ 1997年はフロン〝スの本格的七･回収に人っ(=年でもあります.この7ロン

ガスのZt壕に与える影響そ分かりやすく雷さなさい.

団 石油に柵休す8次の蘭いに讐えなさい｡

間l わが国の石油輸入相手B)の岨ふ合わせとして最もiL切な･もの今次7)T-工か

ら1つi&U,妃号で答えなきい.(相手国名の実相土8本風車田舎1997/98に上

る) ( )

ア オーストラリアーブラジルーインドーフィリピン

イ オース トラリア-カナデーTノlJカ合女皿一中国

ウ TラフT長皿連邦-サウジTラビ7-イランーインドネシア

エ チリーインドネシア-カナダーパプアニューギニア

脚2 石油生産6)の一部がイスラエルと対立した牧牛 (1973年)で.石油の大幅値

上げを壬書し世界中の娃清が大il乱しました｡このことについて次のT-エに

答えなさい.

T この峨牛を何といい*すか. ( )

イ この性済の大it乱を何といいますか. ( )

り この蛙済の大iA乱に対抗するt味で1975年にはじまった,主事GZの柑事書

が年lE]&まって行う話し合いを何といいますか｡ ( )

ェ 産油ESlであるイラクが.1990年にタウェートを複軌 たことから.1991年

から92年にかけておこっf:戦争名を答えなさい. ( )

･*タ11オり ン/.q憩r_傑けう負ガo)紘 .もも盛徳･舶 牌 )

閉7 下線託言:=ついて.現在7)環利 子政;王tt全全作を自然環･t保全聖'･=していく

方向で止れちILようとしています.開発7)柄:=･そ7)手玉が環Jk'1=どれだけの

13耶 与えるか7)調査をJm づ汁.ht巣を住民;=公開する法徐が1997年6月(ニ

成立しまLf=古こ7)法許名号書きなきい. ( )

El次の文JLを軌んで.あとの恥 ､t=讐iなさい｡

①1967年に制定され,=法恥 こ⑦ 7脚 の公書が明紀きh･よしf=･しれ ･その牡

の環境汚ikの過行は涼別で①旦担 公書が同時に先生する稚合汚娘や･④遡

公書以外のBZJt破頒間増しiL行しています･

r.ll 下郎 Cの法徐は･わが国で最初に公書行政の基本を定めr=ものです･この

法,tI名を･3字7字で雷きfJさい. ( )

P.12 下洪部②の7種ZXの公書をすべて書きなさい.

( )

阿3 下銀茄③の例として.ダイオキシンr相 があるといbれています･Yイオキ

シンの脚 月として正しくないものき次のT-工から1つさび･妃号で答えなさ

い. ( )

T 4Lf化合物でt性が戦く.人Zlの生んだ最餓最･tの色事といわれている･

イ 大気だけでなく土壌や水井も汚'Aする梶田になっている｡

ゥ ベ トナム唯争の枯れ葉剤に入っており･奇形児が生まれた席EBだった｡

ェ 8本では欧米!=さきがけて1985年ころから法徐できびしく規制していた･

阿ヰ 下iA部①について.次の7-工のrdlいに答えなさい･

T ある九体のIJほ が高くなり地球の温攻化が生じています･1997年12月には

京群で削減価を話し合う全はが帥かれます｡この丸体の名称を雷さなさい･

( )

ィ 8本溝や東京滞だけでなくタンか-の沈没などで海の汚れが並行していま

す｡このことを何とよんでいますか｡来手4字で答えなさい･

( )
I,IJA.ケ_.つ いJIl

ゥ 空茶酎ヒ物や親許鼓化物の放出が原因で ドイツの森が枯れT=り･北ト ロ

ッバの潮で魚が死ねなどの被等を出している九九現Aを何といいますか･
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Nq
孝
幸
tLl享
≡
u
m
ltq妻
tltM
JIM
JFIFP
ttH至
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百分d)カL/患え

ti死のItやrttIJ=･T-I■IbL■生す8
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些冗･下
町
の
J
R

I
蔚

収
耶
で
t
後
の
訴
え
を

し
た
｡
t
4
)は
､
デ
パ
ー
ト
の

雷

大
通
り
に
七
暮
し
た
大
型

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
｡
柿
沢
氏
の

書
に
は
'
自
民
党
を
t
党
し
た

鱒
岡
兵
輔
代
鱒
二
も
並
ん
だ
.

買
い
物
事
や
章

千
人

余
嵩

に
'
柿
沢
氏
は

r都

知
事
を
決
め
る
の
は
政
党
の
幹

部で
は
な
い
｡
事
の
あ
る
街
つ

く
り
を
し
て
い
<
た
め
に
も
'

財

政の立て
彊
L
が
息
牡
だ
.

財
政箭
ヲ
ロ
が
必
賓
だ
1
4
Jt

が
ら
が
ら
に
か
ち
し
た
声
を
叫

らした｡

若

い

リ

ー

ダ

ー

が

必

要

舛
添
書
一
氏
(No)は
牛
聾
ハ

望

T､新
村
粥
東
口
に
立
っ
た
.

rす
貴
大
の
国
書
は
失
耗
書

が
三
百
万
人
を
超
え
る
こ
の
不

況
で
す
.
長
所
政
策
の
折
り
は

甲
つ
か

だ｣と政肘
を
強
く
批

判した｡介凍､書児0･布8

着
の
髪

を
毒

す
る
こ
と

で

す
朱
を
利
札
す
る
持
始
の
伸
祉

蔓

た
.

日
中
の
市
や
上
が
o
t
大
き

V
身
ぶ
り
を
交
え
て
L
の
ト
ー

ン
を
上
げ
た
｡

r十
善

は
､
善
い

リ

ー
ダ
ー
.
だ
壷

ち

上

が
っ
た
.
ど
歪

に

い
っ
て
く
だ
さ
い
.
-票
か
ら

暮

ら

し

と

福

祉

守

ろ

う

#
事
カ
ー
で
羊
毛
撫
り
な
が
ら

一
馬

は
ど
ま
わ
っ
た
｡

rき

ょ
う
は
マ
イ
ク
を
_
き
な
い
ん

で
す
)
と
叶
世
の
】
人
.
移
血

中
も
､
呼
び
か
け
て
い
る
の
は

三
上
氏
本
人
だ
っ
た
.

t
後
の
肪
え
は
重
唱
区
の
戸

山
ハ
イ
ツ
｡
民
地
の
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
す
中
t
灯

を照らし
て応

汝
す
る
人
も
い

た｡小雨が拝

も
中
､
三
上
氏

は
rこの記事

#
で
す
の
都
政
が
壷

併
発
に

あ
け
ヽ
れ
､
番
民
の
暮
ら
し
や

福
祉
を
守
ら
な
い
沖

王ち都政

だ
と
肪
え
で
女
た
｡
そ
れ
を
変

え
よ
う
と
す
る
大
き
な
流
れ
が

で
き
た
と
思
う
｣
と
L
を
か
ら

し
て
訴
え
た
｡

自

主

性

の

あ

る

行

動

を

｢ノ
ー
と
書
っ
て

いる
だ
け

で
は
嶋
が
な
い
.
ノ
ー
と
k
)ら

だ
け
の
日
本
で
は
取
立
す
る
)

ラ
イ
ト
の
中
'
明
石
兼
氏

((
<
)が
'
園
■
政
治
を
例
え

に
､
劫
い
智
子
で
訴
え
る
と
'

新奇駅西口を埋めた他兼か

ら

rい
い
ぞ
j
と
L
が
か
か

っ

た
｡
明
石
氏
は
さ
ら
に

｢ノ
ー

と
書

うだけ

なら､

ただっ

子
｡
あ
く
ま
で
嘉

と
自
主
性

を
持
っ
て
行
iiす
べ
き
だ
J
.

#
寧
カ
ー
の
上
に

は小刑芯 三
着

'
浜
四
一
豊
子
･
公
明

党
代
表
代
行
ら
が
並
ん
だ
｡

r都
知
事
は
独
裁
者
で
は
な

い
｡
政
領
は
都
放
念
で
量

れ
て
初
め
て
寒
行
で
き
る
｡
皿

とも上下でなく書の閑帝に

な
っ
て

'東京
が
地
方
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
)
と
､
雲

､

政肝との
開
係
を

菖｢
私
土

に
も
出
来
た
人
卓
に
､
同
手
を

掲
げ
て
こ
た
え
た
.

新

し

い

発

想

が

で

き

る

牛姓七時十分
､
横
谷
望
刑

で

1クター･中松
兵
七豆
が

上
牧
の
講
現
を
始
め
た
.
専
持

孝
が
和
犬
薮
を
た
た
く
と
､
中

枢
氏
は
王
事
カ
ー
の
上
で
軽
快

に
締
り
た
し
た
｡
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
7
1
リ
ブ
で
公
杓
を
#

に
す
る
｡

歌
い
妹
わ
る
と
'
真
列
な
表

作
で

r東
京
を
救
え
る
の
は
'

新
し
い
蚕

が
で
き
る
私
し
か

い
な
い
j
と
訴
え
た
｡

民

族

の

将

来

の

た

め

に

石
原

慎
太郎
氏
(火缶は
､
牛

後
七
時
か
畠

の
葺

交
差
点
で
こ
の
日
唯
一
の
砺
甘

苦

を
し
た
｡
卯
優
の
哲

也

さんらがr混迷のいよこそ

強
い
リ
ー
ダ
ー
を
)
と
群
杭
す

る
と
'
足
を
止
め
る
通
行
人
の

故
が
坤

え'

約五千人が石原

氏
を

拍手で迎えた.

石舛氏はr教書水鞍や技

術
歪

は
t
l界
)
な
の
に
'
日

本
が
傾
き
か
け
て
い
る
の
は
､

国
政
が
へ
ま
を
し
た
か
鼻

J

と切り出し､r東京を立て

止
し
て
園
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
)
と
訴
え
た
｡

七
後
に
､

r明
治
の
人
は
え

ら
か
っ
た
｡
有
色
入
社
で
唯

一
'
近
代
放
棄
を
つ
く
っ
た
｡

自
分
の
こ
と
と
し
て
園
を
考
え

た
芝

.
民
族
の
将
来
の
た

め
'
み
ん
な
で
が
ん
は
〇
一
し

ょ
王

と
叫
ん
だ
.
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